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現場力を高める現場力を高める見える化見える化手法手法
プロジェクトファシリテーションプロジェクトファシリテーション

～～モチベーションアップのモチベーションアップの
ツールと場づくりツールと場づくり～～
株式会社永和システムマネジメント
株式会社チェンジビジョン

平鍋 健児

http://www.ObjectClub.jp
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今日のお話の要点今日のお話の要点
¸ アジャイル開発の中には「現場活性化のヒント」がたくさんあります。
これらは、ウォーターフォール、繰り返し型に関係なく使えます。

¸ さらに、これらの工夫は生産革新の現場で行われている「トヨタ生
産方式」と本質が同じもので、「見える化」を基本にしています。

¸ 私の関係するプロジェクトの現場で、実際に行われている「見える
化」の例を、写真を交えてお話します。

¸ さらに、その背後にある、「原則」と「価値」をお話します。

¸ これらを、私がミッションとしている開発現場の活性化手法として、
プロジェクトファシリテーションという名前をつけ、体系化しています。

¸ みなさんの開発の中でも、利用できるものがあったらぜひ使ってみて
ください。また、新しいアイディアが発見できたら教えてください。
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本日のお話本日のお話
¸ 自己紹介（簡単に）

¸ プロジェクトの見える化を実践例で

¸ プロジェクトファシリテーション（PF）とは？

¸ PFの価値

¸ PFの原則

¸ PFの実践

プロジェクトファシリテーションについて、実践をまじえてお話します。POINTPOINT
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自己紹介自己紹介
¸ ㈱永和システムマネジメント

‒ 本社は福井県福井市

‒ 金融・医療・オブジェクト指向を使ったシステム開発

‒ 2002年より品川に東京支社

¸ 株式会社チェンジビジョン
‒ 本社は東京都新宿

‒ JUDE と TRICHORD で見える化

¸ 平鍋健児
‒ リアルタイム，CAD、オブジェクト指向の実践

‒ UMLエディタJUDEの開発

‒ オブジェクト倶楽部主宰

‒ アジャイルプロセス協議会、副会長

‒ 翻訳、XP関連書籍、『リーンソフトウェア開発』、『アジャイルプロジェクトマネジメント』

http://www.change-vision.com/
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「リーン開発の本質」「リーン開発の本質」

¸ 「人」が中心です。

¸ ソフトウェア開発の
特徴を捉えています。

¸ エンジニアは、
「大きな絵」に参加
しなければなりません。

¸ 価値を引っ張りだす
企業の手法がリーン
であり、アジャイルです。
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目次
パートI アジャイルを始めよう
1章 なぜアジャイルなのか?
2章 アジャイルになる方法
3章 XPを理解する
4章 XPを導入する

パートII XPを実践する
5章考えること
6章協力すること
7章 リリースすること
8章計画すること
9章開発すること

パートIII アジャイルを極める
10章価値と原則
11章プロセスを改善する
12章人を信頼する
13章ムダを排除する
14章価値を届ける
15章技術的卓越を追求する
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なぜなぜ
見える化か？見える化か？
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プロジェクトの成功は、プロジェクトの成功は、
Moving TargetMoving Target

要求 R(t)
システム S(t)

チーム(t)チーム(t)R(t) S(t)
Δ

t

不明確か
つ不安定な
要求。

不明確か
つ不安定な
要求。

見えなければ、制御できない。適応できない。カイゼンできない。POINT

Δ

基盤技術 T(t)

T(t)
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見える化見える化
¸ 「最新の正の情報」が、「一箇所に」、「大きく」
書かれていて、それを、「両チームのメンバー」、「審
判」、「観客」が見ている。 「次の行動」を誘発する。

全ステークホルダーが、行動を起こせるような、確かな、分かりやすい情報源POINT
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タスクかんばんタスクかんばん
¸ 作業の見える化
‒ ToDo(未実施)
Doing(実施中)
Done(完了)
で管理。

‒各自の作業を指示しなく
ても、毎朝自発的に
作業開始。

‒ フォーマットは徐々に
カイゼン。 タスクかんばんの例

※バーンダウンチャーなどと共に、とにかく、壁に貼る。「情報発信器」とも呼ばれる。

作業の見える化は、「タスクかんばん」で行なう。POINT
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バーンダウンチャートバーンダウンチャート
¸ 進捗の見える化
‒バーンダウン（下向き）

‒ タスクかんばんと連動

‒中間成果物で
は計測しない。

‒ メールでエクセルシート
を配布したり、
サーバに置いたから
見てね、はナシ。

バーンダウンチャートの例

全体進捗は、「バーンダウンチャート」で見える化、繰り返しのリズムづくりPOINT
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「かんばん-nano」スーツにもベストフィット！POINT

ポータブルかんばんポータブルかんばん

(協力：CCS 佐藤竜一さん）
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日本からも海外へ発信日本からも海外へ発信




